
■国指定重要文化財

■指定年月日
昭和33年2月8日

■出土地
鉾田市青柳

■管理
東京大学総合研究
所博物館

鉾田市青柳地内の不二内古墳から出土した埴輪
である。現高５４.０㎝、胸部径１２.０㎝で、頭には三
角文を赤彩した帽子をかぶり、両手をつく人物であ
る。帽子は前が高く、後部は裁断されたような形
状である。首には、一部剥がれているが首飾りを
つけ、衣服に関するものとしては、腰に粘土によっ
て帯が表現されているにすぎない。手は粘土を貼
り付けて簡略的に表現されている。
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